
新潟県立村上中等教育学校 

研究部ニュース Ｎｏ3  

「授業改善のための職員研修」を実施しました。 
 

 令 和元年８月２７日（火）今年度学校全体で取り組んでいる「授業改善」に向けた 職員

研修を実施しました。村上市教育委員会より磯部指導主事においでいただき、授業づくり

についてのお話をいただきました。  

 

 ～『主体的、対話的で深い学び』を生み出す授業づくり～ 
 

 村 上市が進めている「村上市の授業づくり」計画をもとに、現在求められている「主体

的、対話的で深い学び」をどうやってデザインしていくのか、そのポイントとなるの はど

んなことなのかについて具体例を交えながら分かりやすく講演をしていただきました。  

 職 員も熱心に聞きながら、日々の実践を振り返り、授業改善をさらに進めていく意欲を

高めることができた研修でした。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年 

8月28日 

（職員感想↓）  

 

・村上市の取組がよく分かりました。授業づくりについて視点とその具体例を、細かく丁寧に説明してもらえて

よかった。 

 

・一時間一時間の授業テーマを持って進めているつもりですが、生徒の課題意識をもっと引き出したいと思いま

した。 

 

・具体的な方法をイメージするヒントが多数あり、「自分の教科だったらこうしようかな」「あの分野だったら

こうしようかな」など、自分の授業に当てはめて考えることができ、今後の授業に活かせそうな感じがした。

学習課題の設定をどうするかのところが難しく感じたが、自分なりに試行錯誤してきたい。 

 

・教師主導の授業ではなく、子どもたちの学びたい、考えたいという意欲に火をつけることが今後の授業改善に

大切であることを、具体的に分かりやすく教えていただきました。今日教えていただいたことを明日からの授

業に活かしていきたいと思います。 

 

・本日教えていただいた授業過程と自分の授業実践を照らし合わせながら、自分の授業の改善点を明確にしてい

きたいと思います。大変勉強になりました。 

 


